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今日は介護業の
安全衛生について
学んでいこう！

「転倒」と、
「動作の反動・無理な動作」が
圧倒的に多いんだね…。

介護はお年寄りの
ケアをする仕事だから
安全衛生は特に大事ね。

そうだね！

まずは
労災の発生状況を
みていこう！

労災の主な原因は
こんなふうになっているよ。

はーい！

介護スタッフは
普段どんなことに
気を付けて
働いているのかな？

気になるわね。

労災の発生件数

参考：厚生労働省『平成 30年労働災害発生状況の分析等 /保健衛生業
（うち社会福祉施設）』（2019年 5月）

１ 転倒 3321人

2 動作の反動・無理な動作 3186人

3 墜落・転落 625人

4 交通事故 543人

5 衝突 438人



そうなんだ。

じゃあ
「 動作の反動・無理な動作」
ってどんな労災だろう。

多くは、不自然な姿勢や
身体の動きなどで起こった
腰痛なんだよ。

利用者のためでも、
無理をするのは危険ね。

腰痛は慢性化しやすいから
気をつけないと。

ぼくは少し痛いくらいなら
我慢しちゃうな…。

なるほど。

でもいちいち報告するの
面倒くさい……

体調が悪いときは、
必ず報告するんだ！
いいね !?

は、はいいぃぃ！

我慢はダメ！
異変を感じたら
すぐに報告が鉄則だ。

たとえば、介護業では
車椅子からの移乗の手伝いで
腰を痛めることがよくあるんだ。

ん？



また、夜間は
利用者も眠いため
昼間よりも介助しづらく、
無理な姿勢になりがちだ。

たとえ夜間であっても、
痛みを感じたら
遠慮せずに報告をしよう！

「転倒」も
年間 3000人以上も
いるんですね。

そう！ 一人で
転ぶだけじゃなく、

それじゃあ、

実際の現場を

見てみよう！

利用者と一緒に
転んでしまうこともあるんだ。

どうすれば
腰痛を防げるのかしら？

対策は
いろいろあるけど――

それに、腰を守る保護具や
負担を軽くする補助具を
使うのもいいね。

危険…！

まずは
介助の正しい知識と
技術を身に付けること。



お風呂ですか？

CASE1

そうなんだけど
足が痛くてね…。

じゃあ一緒に
行きましょう！

いつも
ありがとう…。 いえいえ。

肩に掴まって
ください！

こちらへどうぞ。

お風呂ですかー？

はい、　
お連れしました！



大変！
床が濡れてる !!

前の人が
しっかり身体を
拭かなかったんだわ。

ちょっと待って！
いま床を拭くから !!

お風呂って
気持ちいい
ですよね～。

ボクも
大好きなんですよ。

!?

危ない！



それなら
良かった…。

ありがとう。
私は
大丈夫だよ。

おケガは…？

すごい音
したけど…！

ふたりとも
大丈夫 !?

さよなら…！ さよならじゃ
ないわよ！！

せんせーい！

命に別状は
ないよ。

腰と頭部の
軽い打撲だね。

はぁー
良かった…。

ちっとも
良くないね。

両手が
ふさがっていると
危ないだろ？

床が濡れている
こともあるから、

普段から
足元には
気をつけよう。

介助するときは
手に物を持つべき
ではない。

床が濡れたら、
こまめに掃除
しなきゃね。

それにキミは
転倒の怖さを
わかってないよ。

頭を強く打つと
命に関わることも
あるんだ。

一応検査を
受けなさいね。

ちなみに異常は
ありませんでした。



CASE2

イテテテ…
まだ腰が痛い。 お待たせ

しました！

重いでしょう、
ゴメンね。

昔から
よく食べるから
身体が大きくて。

いやいや、
任せてくださいよ～。

じゃあベッドに
移りましょう！

ちょっと
こっち来て！

この前
転んだばかりだし、
無理しないで。

身体の大きな利用者は
2人介助するのが
この施設のルールよ。

1人で
できます！ 利用者や自分の

身体を守るための
ルールだから…。



こう見えても
身体鍛えてますから！

ヤングなパワーを
見ててくださいよ！

やっぱりダメよ。
補助具を持って
くるから待ってて。

!?

やっぱり 1人は
きついかも…。大丈夫かい？

いや…先輩に
迷惑はかけられない。
1人でやろう！

こうなったら
気合いで！

うわぁああ

もしかして…
腰が痛いの !?

想像より
重い……!!



一人介助のときは
補助具を活用するのよ！
たとえば
スライディングボードなら

片方をベッドの
上にかけて、

もう片方を
お尻の下に
入れれば…。

そんな簡単に
できるんだ…。

大丈夫 !?
しっかりして！

急性腰痛症…
いわゆる、

「ぎっくり腰」
だね。

身体の大きな
利用者の場合、

保護具や補助具も
積極的に活用
しましょう。

今後は腰部の負担を
軽減する姿勢を
身につけようね。

腰部
保護ベルト

あと、体調が悪い時は
無理せず報告すること！

私たちはチーム
なんだから。

最後に……
ルールは守る
のよ！

身をもって
施設のルールの
重要性を学びました。



CASE3

誰か！ 誰か
来てくれ！

どうしました!?

大変なんだ！
急に吐いて…！

反応が鈍い！

朝からお腹
痛そうで、

さっき急に…。

とにかく
急がないと
命に関わる！

緊急措置はオレが
やらなきゃ！

体を横にして

先生を
呼んでください！

はいっ！

気道を
確保して

大丈夫ですか !?



状況は
どうなってます？

急におう吐して
意識も低下
しています！

緊急措置を
施しました。

キミ…

え、あっスミマセン
焦っちゃって…。

対応しちゃった
のかい…？

マスクも
手袋もなしで、

緊急措置は
いいが…

血液や便、おう吐物には
素手で直接触らないのが
ルールだよ。

ノロウィルスの疑いが
あるから検査が
必要だけど…

おそらく
大丈夫だろう。

はあ、
良かったです。

キミも
必ず検査を
受けるように。

感染症は
こわいから。

おう吐物に
直接触るなんて
アウトだよ。 もしかしたら

感染してるかもね。

え、いやそんな
大げさな…。

シャワー浴びれば
大丈夫ですよ…。

わからない人
だねぇ…。



先生の
言うとおりよ！

感染症予防には
保護具着用が
ルール！

ルールで定められた
マスクを着用する。

1回使用したら
必ず廃棄すること。

袖は
まくらないように。

保護具を着用して
二次感染を防ぐ！

素手や普段着での
対応は NG ！

石鹸で
手洗いして、

しっかり
消毒しましょう。

検査後…
結局
ノロではなく
風邪でした。

キミも
陰性だね！

今回の一件で反省し
次からは気をつける
ようになりました。

【処理の仕方】
①汚染したリネンを
   ビニール袋に密封する。

②汚染した場所に
   除菌スプレーをかける。

③マスクや手袋、
   ペーパー類は破棄する。

サージカルマスク

使い捨て手袋

ガウンエプロン

汚染したリネンは煮沸消毒、
または消毒液による消毒を行う。



危険は意外と
身近にあるってことが
よくわかっただろう？

職場の安全衛生には
ひとりひとりの意識と
ルールを守ることが大事。

ここでもう一度
ケーススタディを
振り返ってみよう。

登場人物の
ドジなところが
誰かに似てたね。 ん？

なんか言った？

両手がふさがっている時は
注意しよう

無理な姿勢での
介助はやめよう

床の濡れや汚れに
注意しよう

感染症に気をつけよう

介護業で気をつけたいポイント

滑りにくい靴を履き、4S（共通教材を参照）を
心がけましょう。

両手がふさがっている状態は、転倒や思わぬ
危険があるので、気をつけましょう。

無理な姿勢や不自然な体勢での介助は、
腰痛の原因になります。

おう吐物や排泄物などには直接、触れないよう
にしましょう。



労災は
決して他人事ではなく
身近な問題だ。

何かあったときのために、

よし！

労災に気をつけて
毎日がんばるぞ！

日頃から職場での
コミュニケーションも大切よ。

ルールを守ることは
「身体」「家族」
「生活」を守ること
だと覚えておいてほしい。

入浴介助中の熱中症

夜勤明けはしっかり睡眠！

困ったら相談しよう！

ストレッチで腰痛予防！

こんなことにも注意しよう !
安全・健康のためのヒント!

浴室は暑く湿度も高いため、介護職員が熱中症になるケースが
増えています（共通教材を参照）。　

疲労は労災のもとです。夜勤明けは日光を遮った場所で、しっか
りと睡眠をとりましょう。

困ったことがあれば、ひとりで悩まず周囲の人や専門医に相
談しよう。

ストレッチで体をほぐして、腰痛を予防しましょう（共通教材を参照）。　

介護業



どこが危険か考えてみよう !

職場の作業の中に潜む危険を知ろう!

危険予知訓練（KYT)

ここが危険の
ポイント ! 汚物やおう吐物は

素手で処理しない。

床に物が散乱
していると危ない。

無理して
1人介助をしない。

ほかにも危険なポイントがないか考えてみましょう。

イラストで学ぶ

まんがでわかる
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